
暑かった今夏。やっと涼しくなりました。
台風が連続したり、不順な天候が続きます。
ご自愛ください。
子どもたちの今夏の活動をお知らせします。
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私たちは同じ思いを持っていらっしゃるかたがたと共に、「まずは、ごはん！」から、子どもた
ちとつながり、「子どもの育つちからをサポート」できる社会を目指し、活動を続けています。
CPAO (しーぱお, C＝Child・子ども , PAO=包む・家)

NPO法人CPAOとは

大阪北部地震緊急宅配のご報告
地震の直後から、個人・企業の方々より物資
をご提供いただき、まず宅配サービスで、次に
個々のニーズに合わせてCPAOスタッフがご
自宅までお届けしています。あるシングルマ

ザーさんの声です――
　「余震が続き、切なく不安でした。でも私に
はもしもの時は助けてくれる人がいる、って考
えたら、少しホッとしました」

わたしたちの活動　2013年5月24日、「最後におなかいっぱい
食べさせられなくて、ごめんね。」といった遺書のようなメモを残
し、大阪市北区で発見された母子の変死事件。わたしたちは、翌
日から子ども支援関係者と共に活動を始めました。聞き取り調査
や夜回りなどを行い、数多くの精神的にも経済的にも厳しい状況
に置かれ、孤立した親子らと出会い、「まずは、ごはん！」を中心に、
子ども一人ひとりのニーズに応えながら活動を展開しています。
　今、「子育ちの社会化」を実現させるため、実践は
「NPO法人CPAO」・政策提言は「大阪子どもの貧困
アクショングループ」が担い、両輪で活動しています。

子育ちをサポート！

夏だ！海だ！山だ！川だ！

　最初は2泊3日から始まった恒例のサマー
ツアー。子どもたちの希望に応えているうち
に、今年は和歌山県橋本市のブランチ（支部）
を拠点に、8月1日から 2週間のお泊まりにな
りました。
　まず、いつも小さい子たちの遊び相手をし
てくれている、小学6年生から高校生までの
女の子たちの「女子会」。ボランティアの大学
生と共に和歌山県海南市の海へ。
　スタンドアップパドルのボードに空気を入
れ、サーフボードや浮き輪を持って、貸切のよ
うな海へ。はしゃいで何度も挑戦していました。
　その間、男の子たちとは高野山へ。電車や

ケーブルカー、バスに乗り、奥の院や山の景
色を心ゆくまで堪能。
　8月４、５日は、いつもお世話になっている、
はしもと里山学校のキャンプに参加。大自然
の中で遊ばせていただきました。
　8月6、7日は、中学年以上の子たちが加わり
ます。8月の休みがこの日しかない、というトリプ
ルワークのお母さんらは、ブランチ近くの旅館
の温泉でゆっくりと。こどもたちは近くの川へ。
　8日、9日は、新宮へ。大阪から新宮市に
引っ越された活動当初から支援くださる方の
案内で、「熊野ブルー」の川へ。子どもたちは
魚を捕まえたり、「泳げるようになったよ、見
て！」と披露してくれたりしました。
　夜の最大の’ごちそう’は星空。流れ星が1分
に1回は降り大感動です。
　10日は、本州最南端の那智勝浦へ。見渡す
限りの海でサーフィンをしたり、時間ギリギリ
までに遊びました。

プレーパークを開催
　「生野みんなの家」さ
んのご厚意で使わせて
いただいている、ファク
トリーの向かい「ヨル
ダンひろば」。 
　8月19日(日) には、
生野子育ち社会化研究
会主催で、プレーパー
クを 開 催 い たしまし
た。11時の開始と同時

に続 と々地域の子どもたちやお母さん方が。
　竹でできた流しそうめんにたこ焼きやかき
氷。大きな手作りのプールにすべり台など、会
場はお祭り状態。CPAOの子どもたちもうれ
しそうに、水着に着替えプールに飛び込み！
　東部市場の方々の御好意で、スイカ割りも
堪能。

ファクトリーでの活動も楽しいよ
8月16日(木)、約２週間のサマーツアーも終
わり、たつみファクトリーでの活動が再開。い
つもお世話になっている方がイベントをされ
るということで参加。
　輪ゴムじゅうや木のおもちゃ作り、お母さん
がたは、わら草履づくりに挑戦されていまし
た。ファクトリーに戻ってくるとみな「こんなん
作ったよ！」とボランティアやスタッフに。楽し
かったことが伝わります。

CPAOは大阪市から認定を受け、平成30年9月7日付けで「認定NPO法人」
となりました。いつも支えてくださる支援者の皆様に心よりお礼を申し上げ
ます。これからも末⾧いご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。
詳しくはCPAOのHP（http://cpao0524.org/wp/archives/3588）へ。



CPAOの活動は、皆様のお心寄せに支えられています。子どもたちをサポートするためのご寄付をお願いします。
　（個人情報は、「CPAOつうしん」の郵送など、本法人の活動目的にのみ利用するものとし、その他の目的には利用しません）

三菱UFJ銀行　生野支店　普通預金

口座番号：0 1 3 5 8 7 1

口 座 名 ：エヌピーオーホウジンシーパオ

CPAOではクレジットカード決済による
寄付を受け付けております。

携帯・スマートフォンの場合はQRコードへ→
PCからは下記URLへ↓

振込手数料は大変恐縮ですがご負担頂けますよう
お願いいたします。

お手数ですが・ご寄付金額・お名前・ご住所・メールアドレスを「 kanri@cpao0524.org 」まで、お送り下さい。

寄付による支援のお願い

http://cpao0524.org/wp/archives/445

［銀行振り込みの場合］ ［クレジットカードの場合］

さらに、成長する子どもたちを支える新事業も計画しています。また、ご協力を今後ともよろしくお願いいたします。

▷▶“秋の活動に向けて”

また和歌山へ！
　9月21日(金)。はしもとブランチへ出発！
着いたのは19時半過ぎ。たこ焼きを焼き、茹
でたとうもろこしも丸かじり。なかなか来れ
なかった子の大好物を用意しておいたので
す。「やったー！」と笑顔で喜んでいました。
　22日(土) は、新宮へ出発！現地では8月
初めにもお世話になったボランティアの方
が待っていてくださり、「夜店風」にフランク
フルトを。子どもたちは水遊びをしてはフラ
ンクフルトをほお張り、あっという間になく
なってしまいました。
　23日(日) 朝ごはんは、いつものように
子どもたちが作ってくれました。サンドイッ

チ、梨とヨーグルト、サラダにスープと豪華
な朝食。その後、夏のふり返りをみなでする
ことに。こんなことしたなーと大きな絵を描
きました。

月１回か２回、調理ボランティアに行きだして、いつの間にか年月が経ちました。特
に頑張って続けようとか、使命感があったわけではないのが良かったのかもしれま
せん。
私は仕事で、しんどくなっている女性やDV被害を受けた方と関わることはあるので
すが、子どもと接することが少ないので、バランスを取るためにいいかもという軽い

気持ちと、普段、数人分のちまちまとした食事しか作れないので、どかーんとたくさん作れるのが面白
くってやっています。
毎回、人数が増えたり、材料が足りなかったりとスリルとサスペンスの中で食事の時間に間に合わせて
作るのは非日常で楽しいです。そして何よりも子どもたちが美味しいって言ってくれると嬉しい。少食
だったり、食べれない食材が多かった子達がどんどん成⾧していく姿が眩しいです。

私とCPAO = 渡辺ゆう子スタッフ・ボタンティアの声

「ワンちゃん！」と触れ合う
9月15日(土) ずっと楽しみにしていたイベントです。
　奈良県で、犬の保護活動を行っておられるDog's Smileの
方々。大型犬から小型犬まで5匹のワンちゃんを連れてきてくだ
さいました。
　子どもたちは入り口にみな集まり「ワンちゃん来た！」「おっき
いのもおるで！」と興奮しっぱなし。
　まずDVDを見ます。動物を飼うことの責任、処分される動物た
ちの多さ、おしゃべりしていた子どもたちもすぐ真剣な表情に。
　そして「ふれあいタイム」。ワンちゃんたちはみな人懐っこく、
なでたりだっこしたりと楽しい一時を過ごすことができました。

ＣPAO5周年&出版記念イベント
　今年5月25日、おかげさまで CPAO設立
から5周年を迎えることができました。8月に
は書籍『まずはごはん』（日本機関紙出版セン
ター）も出版、おかげさまで好評すです。
　9月1日(土)には、鶴橋を中心に幅広い福
祉事業をされているパダさんに会場を提供し
ていただき、記念のイベントを。
　オープニングでは、ピアノ部のメンバーが
ピアノ伴奏と合唱を披露。人見知りする子た
ちが多いのですが、応援してくださるみなさ
んに感謝の気持ちを伝えようと、何度も練習
していました。歌う子どもたちの姿に、思わず
涙が出そうになりました。
　スペシャルゲストの登場。川崎市ふれあい
館の鈴木健さんと高校生の子たちらがラップ
を。会場は大盛り上がり。アンコールも2曲と
なりました

徳丸 ゆき子 (著・編集)/ CPAO (著・ 編集)/志垣 瞳 (監修)/友岡 雅弥 
(編集)/たかはしなな (イラスト)/CPAOくらぶの子どもたち (イラスト)/
吉永由紀子 (その他)/黒木 利光・早苗 (写真)

まずはごはん―ささえあう社会への、はじめの一歩
定価 1,500円+税　日本機関紙出版センター

好評
発売中


